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ヒュドラタンク 1200 取扱説明書
この取扱説明書は大切に保管しておいてください。

セット内容

爬虫類・両生類飼育用

◇本製品は爬虫類、両生類、小動物飼育用品です。この取扱説明書をよくお読みいただき安全にご使用ください。
◇水槽はガラス製です。物を当てたり、叩いたり、乱暴に扱ったりしないでください。

水槽/アタッチメッシュ

警 告 火災、感電、傷害事故などによる死亡または重傷を負う可能性が想定されるため必ず下記の警告事項をお守
りください。

◇屋内の爬虫類、両生類、小動物などの飼育以外の用途に絶対に使用しないでください。
◇分解や改造をしないでください。
◇電気製品を使用している場合、メンテナンス時に本製品に手を入れるときは必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。感電事故の原因になること
があります。
◇電気製品(オーディオ、テレビ、パソコンなど)の上や近くには、絶対に設置しないでください。
◇小さなお子様の手のとどく場所には設置しないでください。転倒などによるケガや本製品の破損、火災や感電事故の原因になります。
◇水を張りヒーターを使用される場合は、ヒーターの空焚きには注意してください。火災の原因になります。

注 意 水槽の割れ、水漏れ、生体の死亡など傷害または物的損害が発生する可能性が想定されるため必ず下記の
注意事項をお守りください。

◇狭い場所や、人通りの激しい所には、設置しないでください。物が当たると、水槽のガラスが割れることがあります。また、生体も落ち着きません。
◇水や砂利、岩などレイアウト用品が入った状態では、水槽を移動させないでください。水槽が変形して水漏れが発生したり、ガラスが割れる原因になります。
◇アタッチメッシュには水がかからないようにしてください。メッシュ部が濡れてさびの原因になります。
◇セットした水槽は非常に重くなりますので、傾いた台や強度の弱い棚などの上には設置しないでください。
◇水槽に水を張って使用する場合は、非常に重たくなりますので、必ず水槽専用台の上に設置してください。

お手入れ時やその他の注意

•本製品を高いところから落下させるなど、強い衝撃を与えないでください。破損の原因になります。
•本製品を掃除の際は、キズが付かないよう、やわらかい布などで水かぬるま湯で行ってください。
•アタッチメッシュの上から水を入れたり、霧吹きをしないでください。メッシュ部が濡れてさびの原因になります。
•本製品には、４０℃以上のお湯を入れないでください。また、エアコンやストーブなどの冷暖房器具の近くには設置しないでください。シリ
コンの損傷や水槽の変形による水漏れが発生したり、水槽が割れる原因になります。
•本製品のお手入れの際には、防水のためのシリコン塗布部をブラシなどで強くこすらないでください。シリコンの損傷による水漏れの原
因になります。
•お手入れの際には、シンナーやベンジン、洗剤などの薬品を使用しないでください。損傷の原因になります。また、シンナーやベンジン、洗
剤などの薬品は、本製品だけでなく、生体にも有害です。
•一度使用された本製品を長期間保管したのちに、再度使用される場合は、必ず水漏れや損傷がないか確認を行ってからご使用ください。
•生体によってはごく稀に本製品や水槽のシリコンをかじり取り、損傷を起こす場合があります。飼育生物の特性を販売店にて十分ご相談になって
から、飼育するようにしてください。
•本製品のサイズは生体の大きさに合ったものをお選びください。生体が大きくなり過ぎますと暴れた拍子に本製品が破損する場合があ
ります。

●屋外での使用は、絶対にしないでください。屋内であっ
ても直射日光の当たる場所での使用は、絶対にしない
でください。水槽が割れる原因になります。また、水温上
昇の原因になります。

●お手入れの際や砂利を入れる際などに、
フレーム下枠とガラス面の間に砂利が挟
まることがありますので、必ず挟まってい
ないか確認してください。水槽が割れる
原因になります。 フレーム下枠

ガラス

●水槽のお手入れの際には、防水のためのシリコン塗布部をブ
ラシなどで強くこすらないでください。シリコン損傷による水
漏れの原因になります。

シリコン部


